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「現場で活躍する人」を育てる方法を学ぶために
本書は、安永悟氏が数多くの研修会で永年取り

組んでこられた「LTD話し合い学習法」を、紙上研修

として著した書である。著者が紙上研修とした意図

は、時間的制約や物理的制約を越えて、誰もが参加

できるからとしている。そして「伝えたい内容を体系

的かつ系統的に伝えられ」、著者が研修中に「なにを

手がかりに、なにを考え、なにを意図して、どのよう

に振る舞っているのかをタイミングよく盛り込むこと

ができる」と述べている。確かに、本書はすべて語り

口調で記されており、対面研修とほぼ同様な感覚が

得られ、著者を身近に感じることができる。また、常

に手元に置いて、疑問に思うことはすぐに、あるいは

読み手の時間があるときに何度でも確認ができる。

読みやすく、「LTD話し合い学習」に関する本を初め

て手にする人でも容易に理解ができる。

本書の構成内容は、大きく、①学びの場づくり、

②教育の目的と方法、③協同学習の考え方、④LTD

話し合い学習法、⑤分割型LTDの体験、⑥LTD授

業モデル、からなっている。そのなかで私が注目した

のは、「教育の目的と方法」の章である。著者が教育

研究活動の目的とした「『現場で活躍できる人』の育

成」で述べている人材像は、私自身も共感すること

ができ、厚生労働省「看護基礎教育検討会報告書」

で示された、看護師等養成所の運営に関する指導ガ

イドライン改正案の「教育の基本的考え方」に通ずる

ものがある。これからの看護基礎教育は、著者が本

書で述べている「常に変化成長できる人」を育てるこ

とに尽きると思う。「常に変化成長できる人」とはど

のような人材か、ぜひ本書で確認していただきたい。

私がこの本を語るうえで欠かせないと思ったもう

1つの点は、本書のテーマである「LTD話し合い学

習法」である。「LTD話し合い学習法」は、読むとい

うことを7つのステップに区分している。そのステッ

プをふむことで、自ずと「考えながら読む」ことにつな

がっていくと感じた。さらに、著者が「LTD授業モデ

ル」の章で述べている「LTD基盤型PBL」は、先に

挙げた報告書の指定規則改正案で強調されている

臨床判断力の育成に必要な学習方法になると思わ

れる。

ところどころにあるコラムは、本文で示された著者

の考えを補足しており、本文の理解を容易にしたり深

めたりしてくれる。読み終えたとき、授業改善にチャ

レンジしたい、できそうだという気持ちにさせられる

1冊である。

本書には、協同学習においてどのあたりに目を配

る必要があるかが詳細に記されているため、これか

ら協同学習に挑戦しようとしている方だけでなく、す

でに実践している方にもお勧めしたい。
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